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その４　ターンオーバーがチャンス！！

   　ターンオーバーが起きると、ディフェンス側とアタック側が入れ
替わります。 新しいアタック側 ( ディフェンスであった方 ) は、敵陣
に攻め込む絶好のチャンスです。反対に新ディフェンス側は不利とな
ります。トライやビックゲインに繋がる可能性が高いので、注目ポイ
　ントとなっています！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その５　チームブースに立寄ろう！！！

　関学ラグビー部のブースでは、チケットやグッズの販売、イーグルマガジンの
配布、ファンクラブの入会手続きなどを行っています。   大人気のﾞテディベア゛
も再販しておりますので、ぜひお立ち寄りください！！

その３　コンバージョンキックの時は静かにしよう！

　観戦時に注意したいのがキックの際のマナーです。ペナルティーキックやトライ
の後のキック時には、静かに見守るというのがマナーになっています。

　メインスタンドとの違いは、屋根やイスがない可能性があることです。雨の日は雨
具が必須です。 また、メインスタンドよりもグラウンドとの距離が近いことも多いため、
臨場感を感じることができます。

　テレビ中継では見ることが出来ない角度からラグビーを楽しむことができます。
また、自分に向かって攻めてきているような迫力も感じることができます。メイ
ンスタンドやバックスタンドから観戦するよりも誰がおとりで走って、誰から誰
にパスしたというのが分かりやすいです。

　初めてラグビー観戦に行く方はメインスタンドの前方がオススメです。前方で
観ると、選手達のぶつかる音や声もよく聞こえるので、ラグビーの激しさが伝わ
ってきます。全体を観たい場合は後方に座ることをオススメします。

バックスタンド

メインスタンド

サイドスタンド

KG RUGBY

その１　ラグビー観戦に必要な持ち物

折りたたみ式座布団 飲食物 雨ガッパ 双眼鏡 防寒グッズ帽子

その２　おすすめの観戦席

応援グッズ

ラグビー観戦のPOINTPOINT

関学ラグビー部と
一緒に会場を

に染めよう！





スクラムを組む時に、最前列 3人の中の両端に

位置する選手で、相手と直接組み合うスクラムの

要です。体重が重く、がっしりとした体型の選手

が多くいます。 ２ フッカー (HO)

　スクラムを組む時に、最前列 3人の中央でスク

ラムをコントロールする選手です。スクラムハー

フが投入したボールを足でかきだす役割を担うた

め、器用さも求められます。ラインアウトではボ

ールを投げ入れる役も担うことが多いです。

　ラインアウト時はジャンパー、キックオフでは

蹴られたボールのキャッチャーを担うことが多い

ため、長身の選手が多く務めます。体格を利した

突進もチームの武器となります。

４ ロック (LO)５

６ ７ フランカー (FL)

　スクラム時はフォワードを後ろから支え、バッ

クス陣が攻撃している時にはサポートとして走り

回る、大変体力のいるポジションです。

８ ナンバーエイト (No.8)

９ スクラムハーフ (SH)

　フォワードを最後方からコントロールし、統率

する選手です。体の大きさ、スピード、的確な判

断力など総合的に高い能力が求められます。また、

攻守においてチームの中心となる、大変重要なポ

ジションです。

　フォワードとバックスの繫ぎ役で、的確で正確

な判断力が必要です。また、常にボールと共に動

き、攻撃のリズムを作ります。体が小さくても充

分に活躍できるポジションでもあります。

１０ スタンドオフ (SO)

　バックスの攻撃の起点となる、チームの司令塔

的なポジションです。相手のディフェンスに狙わ

れることが多いので、タックルや当たりに屈しな

い肉体が求められます。 １１ １４ ウイング (WTB)

　バックスの両端で、多くのトライを得ることが

求められるポジションです。チームの中で最もス

ピードのあるプレーヤーが担うことになります。

スピードだけでなく、瞬発力やスタミナも必要で

す。

１５ フルバック (FB)

　チーム最後尾でバックス陣を統率し、ディフェ

ンスラインの最後の砦となるボジションです。キ

ックをすることが多いため、正確なキック力も必

要とされます。

１ ３ プロップ (PR)

センター (CTB)１２ １３

　タックルをする機会やウイングのトライをアシ

ストすることが多い、縁の下の力持ちのようなポ

ジションです。スピードとパワーだけでなく、突

破力とディフェンス力も必要です。
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